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は じめ に

 本冊子は、慶應 義塾大学SF⊂(湘 南藤沢キ ャンパス)ラ ーニ ング ・デザイン ・プロジェク ト

LDP(旧:ド イツ語教材開発研究 プロジ ェク トdーmode)に よる、1⊂Tを利用 した外国語学習環

境構築の全体像を記 したものです。 このプロジェク トは研究会(ゼ ミ)の 形式でお こなわれ、

2000年 度春学期以降活動 を続 けてきま した。本プロジェク トでは、従来の教示主義的な教育

観に代わる 「学習者中心」の学習環境デザインを目指 しつつ、SF⊂ で言語を学ぶ学習者が 自ら

デジタル学習教材開発の立案、開発を手がけ、運用、評価に至るまでを共同研究活動として進

めています。このプロジェク ト活動が核となり開発ざれてきた多様な教材作品には、これまで

も多くの学習者 ・教員 ・研究員 ・他分野の研究室等が共同研究者として関わってきました。特

に学習者間でおこなわれる協働学習が教材開発活動につながる部分は本プロジェク トの大きな

特徴です。ますます多様化する外国語学習環境のありかたに対 し、本プロジェク トによる学習

環境構築のこれら作品を通 して、あらたな視点を提言できれば幸いです。

(本冊子内の表記d-navi, d-map等 の"d"は 、「ドイ」と発音 します。)

Foreword

This booklet explains the research of the Keio University SFC(Shonan Fujiawa Campus)

Learning Design Project LDP(former German Language Learning Material Development

Project d-mode). This project proceeds in the form of"Kenkyukai"(workshop)and has begun

its research in spring semester 2000. The project aims at creating a learning environment which

focuses on the actual learner:Students who are learning languages at SFC think of ideas for

new digitally based learning tools, develop them, apply them and evaluate the outcome as

ajoint research project. Many students, faculty members, researchers and members of other

Kenkyuukais have worked with us in developping learning environments. We would like to

emphasize that what distincts us from others is that collaborative learning among students

leads to ourdevelopment of language learning materials. As language learning becomes more

efficient and convenient, we would like our projects to provide a new insight and attitude

towards language learning.



Vorwort

Diese Broschure ste(it die Arbeit des Learning Design Projects(LDP)vor. Das Projekt finder

seit FrOhjahr 2000 als Forschungsseminar(   ・)am Shonan Fujisawa{ampus der Kelo-

Universitat start‐fruher unter dem Namen d-mode(Neue Medien and DaF). in dem Projekt

versuchen Studierende and Lehrende, gemeinsam eine lernerzentrierte Lernumgebung

aufzubauen.- `・i von ldeen von Stud}erenden, die am(コampu∬elbst Fremdspra(hen

lernen, werden zusammen neue digitate Lerntoots entwickett, in der Anwendung erprobt and

anschlie(3end in ihrem Nutzen evaluiert. An der bisherigen Arbeit warm Generationen von

Studlerenden, arLehrende, Forschende Bowie auch Mitglieder vOn anderen Kenkyukais

beteiligt. WiChtig ist uns dabei das Prinzipdes kooperativen Lernens‐furdie Arbeit im Seminar,

aber auch als Ideal fur die Lernumgebung, an der wir arbeiten. Mit unserem vielseitigen

Angebat versuchen wir, Sprachenlernern neue Zugange zum Lernen zu eroffnen-im

Austausch untereinander and mit uns.

 本著は、プロジェク トメンバーである藁谷研究会学生,卒 業生,SFC研 究所上席所員(訪 問)

太田達也氏,同 研究所所員(訪 問)松 原弘典氏らによる共同研究の成果である(参 照:藁 谷他 「プ

ロジェク ト型協働学習による外国語学習環境の構築」,慶應 義塾大学日吉紀要2012,第49号 ,

119-136}
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l.ITと 学 習環 境

 近年のコンピュータの普及およびそれに伴うインタ一ネット環境の急速な発展は目を見張る

ものがあります。私たちの周りでは今までにはなかったコンピュータを通 してのコミュニケー

ション、コミュニティが発達してきました。こうした環境の変化に伴い、外国語学習環境も変

化 しています。

◆ ラー ニ ン グ ・デザ イ ン ・プ ロジ ェク ト

 ラーニング・デザイン・プロジェク ト(以 下LDP。 旧 ドイツ語教材開発研究プロジェク ト)は 、

学部生、大学院生および ドイツ語研究室の専任教員で構成ざれており、学習者にとってよりよ

い外国語学習環境を整えることを目的として活動 しています。特にIT(Webサ イ トやデータベー

スな ど)お よびマルチメディア(音 声や画像、動画な ど)を 活用 しながら、教員 と学生が共同

ですざまざまな教材の開発を行っています。

 プロジ ェク トのメンバーは、作成ざれる教材が実際に慶應 義塾大学湘南藤沢キャンパス(以

下SF⊂)の 外国語教育 において用いられる ことを念頭に置き、学習者の外国語学習を促進ざせ

るための教材はどうあるべきかについて教員とともにp論 し、プログラミングやWebサ イ ト

作成といったそれぞれのスキルを活かしつつ、教材の開発を行っています。また、教材の利用者、

すなわちSF⊂ の外国語(主 に ドイツ語)学 習者か らの フィー ドバ ックを参考にしながら、外国

語学習環境の更なる充実を目指しています。

◆ SFC外 国語 教 育 との 関連 性

 SF⊂の外国語、 とりわけこのプロジ ェク ト発足のきっかけとなった ドイツ語教育は、コミュ

ニカティブ ・アプローチ、問題発見 ・解決型のアプロ一チに基づいているため、学習者が自ら

発信を行うことに重点が置かれ、コミュニケーシ ョンを中心としたペアワークが基本となって

います。 ドイツ語初級の授業には、 ドイツ語インテンシブおよび ドイツ語ベーシックの2つ の

コースがあ り、それぞれ、100分 授業が週に4回 の コース、90分 授業が週に2回 のコースとなっ

ています。

1



 実際SF⊂ の ドイツ語の授業では教科書 『Modelle』(三修社)の シ リーズが用いられ、その1

課分、4回 の授業のサイクルを示 したものが図1で す。インテンシブコース1週 間の授業は、(1)

その課で扱 う表現や文法を含んだキーセンテンス(S⊂hlusselsatze)を 「発見的に」学習 し、(2)

実際の運用場面をビデオ ・スケ ッチで学習、(3)そ してキーセンテンスで学んだ表現の基礎練習

を行い、(4)学 生同士のパ-ト ナーあるいはグループで応用練習を行う、というサイクルで進み

ます。そ して、その後の10分 間テス トで学習事項 を確認 し、次のサイクルに移ります。 ドイ

ツ語ベーシックでは2週 間かけて このサイクルを進めています。ここで示すざれるように、表現・

文法を 「発見的」に学習する授業が週1回 行われ、文型や単語 についての確認、および リスニ

ングの試験が週1回 の 「10分間テス ト」 で行われています。 しか し、限られた授業時間と発話

を重視する授業スタイルの中、文法事項の復習に多大な時間を割くことは難しいのが現状です。

        翻毎週のio分 間テス トでそ

学習事項をチェック

Schlusselsatze その課で習 うキ-セ ンテンス.

表現 、文法 を「発見的」に学習

           卍
           $inwsse」

   学生同士のパートナー/グ ル-際 のドイツ糖使用場面を

   より高度な表現の応用練習  デオスケッチで学習

                  キーセン丁ンスで学んだ

                  表現の基礎練習

           図1. SF⊂インテンシブドイツ語の授業サイクル

 そこで当プロジェク トでは、 コミュニカティブ ・アプローチに基づいた授業の場合に不足し

がちな文法や構文などの形式面での訓練を補うものとして、学習者が自律的に学ぶことができ

る環境の構築を目指 し、教室外で使用するための教材の設計、開発を行いっています。教材開

発にあたっては、教室内でできることと教室外でできること、教室内で実現できることとそれ

以外の場で効果を上げることができることを検討 し、それぞれにふすざわしい教材をいろいろな

かたちで提供することを念頭に置いています。
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◆ ドイツ語学習環境

 当プロジェク トでは、SF⊂ における ドイツ語学習環境のモデルとして、図2の ような流れを

提示 しています。 ドイツ語学習者が教室での学習を行い、その後に教室外での学習を行う、そ

の繰 り返 しが私たちのイメージしている学習の全体像です。教室外での学習ではざまざまな教

材、学習方法が用いられ、それらは有機的につながっています。

教室での学習
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図2. ドイツ語学習環境
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1ー.対応 デバ イ ス

 近年、携帯電話やオーディオプ レイヤーなどの持ち運べるデバイスが次々と登場 していま

す。LDPの 教材はP⊂ での使用 を想定 して開発されてきましたが、当プロジェク トでもこれら

の 「いつでも・どこでも」使えるデバイスに対応 した教材開発が進められています。ここでは、

iPhone、 Pod⊂asting、 iPhone以 外の携帯電話への対応 について紹介します。

i.iPhone/iP0d t0uch教 材

 LDPで は・iPodを 利用 した教材 を い くつか 開発 して きま した が、3G携 帯電話 ネ ッ トワー ク

とWトFi対 応 の イン ターネ ッ ト接続機 能 を搭載 したiPod touchやiPhoneが 登場 した ことによ り、

これ らを利 用 した新 た な教材 配信 の方 法 を模 索 する ことにな りま した。 しか し、 既存 の教 材 を

そ の ままiPhoneやiPod touchで 利用 す る には い くつか の間題 が あ り、 主 に以 下の こ とが挙 げ

られ ます。

1.Flashに 非 対 応 で あ る

2.表 示 ス ペ ー ス が 小 ざ い

3.動 作 しな い 」avaS⊂riptが あ る 。

 このような性質を持 ったデバイスであるため、iPhoneの ブラウザ上では私たちが これまでに

開発 した教材は表示できなくなったり、正常に動作 しなかったりと、P⊂教材と同様の扱いでは

対応が困難でした。

 しか し・iPhoneに はマルチタッチパネルを用いた独自のインターフエイスに加え、 GPS機 能

や加速度センサー、水平センサーなどが搭載すざれているため、利用者の身体の動きを取 り込んだ、

より柔軟に対応する学習教材を提供できる環境が整っています。

 そ こで、既存の教材を新 しくiPhone用 に更新 する とともに、 iPhone用 アプ リケーシ ョンの

開発も行 っています。

◆ 直感的な外 国語学習へ

 上記か ら、iPhoneは 今 までとは全 く違 った新 しい形で、より感覚的な学習教材を履修者に提

供できる環境が整っています。本プロジェク トでは、言語だけではなく、身振り、表情などを

含む人間の行動すべてを伝達手段ととらえています。そのような非言語コミュニケーションを

学ぶ新しい媒体としてもiPhoneを 活用することが期待できます。
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◆イ ンタラクテ ィブな学習環境の実現

 iPhoneに はGPSが 搭 載ざれているため、利用者 は自分の位置情報を得ることができます。

この機能を既存の学習コンテンツと組み合わせることで、よりインタラクティブな言語学習環

境を構築することが可能となるで しょう。例えば、GPS機 能 によって利用者の位置が特定ざれ

(例:「東京都港区赤坂●丁目●番地」)、「どのような」場所にいるのかが自動的に認識ざれれば

(例:「 レス トラン」)、その状況に合 った学習コンテンツ(例:レ ス トランでの会話の教材動画)

が自動的に配信ざれるというものです。この学習環境の実現を目指 して、現在、他の研究室と

共同でプロジェク トが進められています。

◆ざ らに自由な学習環境

 近年インターネ ッ トの無線環境が急速に整備すざれ、どこでも気軽にインターネッ トを利用

できるようになりました。特に、Wi-Fiを 搭 載 したiPod tou⊂h、 iPhoneに よって今 まで限 ら

れていた場所で しか利用できなかったWeb教 材も簡単 に利用することができるようになり、

iPhoneで あればざらに範囲は広が ります。それによって学習者はいっそう自由な学習環境を自

ら構築することが可能となります。

◆Podcasting教 材 と の 融 合

 SF⊂ では、iPodで ドイツ語音声 ・動 画教材 の配信 を受け る ことが でき るシス テム(「Pod⊂asting」

の項 目参 照)が 運 用 ざれ てい ます。 この教 材 コ ンテ ンツはiPod tou⊂hやiPhone端 末で も 同様

に配信 ざれ ます。 教材 コン テン ツの フ ォーマ ッ トはiPodと 異な り、 iPod tou⊂hお よびiPhone

の端末 画面 にあわ せた仕様 を取 って います。
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ii.Podcasting

◆ d-P0dと は?

 「音声 ・動 画教材 を よ り身近 な ものへ」 とい う発想 を も とに開発 すざれ た、Podcasting(ポ ッ ト

キャスティング*1)を 利用 した音声 ・動画教材の配信システムです。

◆ 特徴

◇ 授業の"持 ち運びだ し作用"

 近年iPodを 使 ったPodcastingで ニ ュース配信などが盛んに行われていますが、 ドイツ語教

材開発研究プロジェク トではこのPod⊂astingを 利用 した音声 ・動画の配信 を しています。週〉,.L

とに進むLektion(課)に 対応 したビデオ教材をPod⊂astingで 毎週配信することで、学習者はポー

タブルオーディオプレーヤーヘダウンロー ドして聴 くまでの一連の流れを自動的に行うことが

でき・学習者にとって音声 ・動画メディアを用いた教材を身近に感 じざせてくれるものとなり

ました。つまり、従来授業内のみで用いられていた音声 ・動画教材を授業外へ持ち運びだすこ

とができるようになったのです。 これによって、今までとは違った学習スタイルへと変化 し、

学習者の意欲を引き出せると考えています。

◇ 学習環境の多様性

 dーPodで は 「自律 学習 」 の理 念 に基 づ き・ 学習 者 が多様 な選択 肢 を持 て る よ う、 Pod⊂asting

以外の視聴形式も用意 しています。この形式はPod⊂astingが 利用 できない学習者へ向けてとい

う意味のみで存在するのではなく、あくまで学習者が様々なスタイルで学習することを可能に

するために用意してあります。学習者が自らの嗜好 ・目的に応 じて教材を選択 し、学習するこ

とができるd-Podは 、一人ひと り違 った学習環境にも対応できることを目的として作られてい

ます。

 また・パソコンに習熟 していない学習者でも容易に扱えるような配慮もなざれています。「身

近なものへ」にはそのような意味も込められています。

し

轟 ・

鰺
蕊

図3. iPodの 画面表示
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◇手軽ざ、便利ざ

 学習者の多様なニーズに応えるため、Pod⊂astingを 使用せずに音声 ・動画教材をダウンロー

ドすることもできるようになっています。この機能は、iPodを 利用できない場合や、毎週の配

信 を望まない学習者のために用意 しています。ここでもパソコンの扱いが得意でない学習者の

ために、煩雑な操作を極力避け、ワンクリックで動画を見ることができるようになっています。

1.配 信 画面上 に載 せて あるその週 の動 画の イメー ジを ク リック。

2.動 画 ダウ ンロー ド画面ヘ リンクざれ るの で、 それ を保存。

 d-Podは 前述の ように音声 ・動画教材をより学生に身近に感 じてもらうために開発ざれま

した。そのために、学習者の目線に立 った様々な工夫が配信する画面にも施ざれています。

あまりパソコンに慣れていない学習者の場合でも、煩雑な操作な しにワンクリックで自動的

に各 自のiTunesにPodcastを 登録 する ことができ ます。 またiTunesを 使 用 しない場合でも

Pod⊂astingを 使って配信すざれる音声 ・動画教材と同じコンテンツを受信することができます。

 このシステムを利用すれば通学中など通信環境が整っていない場合でも、その週に配信ざれ

る動画を確認することができます。以前 ドイツ語クラスで行ったアンケー トにおいて、SF⊂ や

自宅など通信環境が整っている場所以外でも音声 ・動画教材で学習 したいという多数の意見か

らこの教材は開発ざれました。また一度Pod⊂astを 登録 して しまえば、定期的に教材が配信-ざ

れるので、更新すざれているか どうかを確認 しに教材配信の画面を覗 く必要がなくな ります。こ

れもまた学習以外の手間をなるべくかけたくないという、学習者の意見を大きく反映 したもの

です。
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◆ 使 い 方

 http://dmode.sf⊂.keio.a⊂jp/d-pod/に ア ク セ ス す る と、 レベ ル 別 の 分 岐(lntensiv G1、 Intensiv

G2、 Intensiv G3、 Basi⊂B1、Basi⊂B2)が 現れ ます。 そ こで 自分 に合 った レベル を ク リックする と、

下記 の よ うな レベ ル別 の音声/動 画配 信ペ-ジ に行 くことがで き ます。

嚇.、"鰍,麟 轟 、、

  9 σ     9一
〉

⊂ヨ[1…≡コ繋一 +  ●http〃dmode.sft keio acjp/d-pod/G 1/ind三三三9塾pZ9豊三二_   G  ,一

聖nt㎝8置v 1::1-o猷 匿㎝03

d●r魯㎜

一}
   PCで得生レ

虞 営

ダウ ンロー ド ・iPhoneで 再生

Podcaatに 登 緑

〉

図4. d-Pod利 用 画 面

◇ Podcastingを 用 いた 自動 ダウ ンロ-ド 方 法

1.各 レッス ンの動 画/音 声 ペー ジか ら 「Pod⊂astに 登録 」 を ク リック。

2.iTunesが 呼び 出され て ドイツ語研 究室 が毎週 配信 す るPod⊂astが 自動的 に登録 ざれ る。

3.毎 週画 面左 にあ るス ケジ ュ-ル に沿 って配信 ざれ る教 材 を 自分 のiPodに 入れ る。

4.好 きな時 間にiPodで 教材 を利用 す る。
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iii.携 帯 電 話

 いまや携帯電話 は身近な情報伝達ツールとして普及 し、P⊂ 以上の影響力を持 っています。

それにともない技術も急速に発達しており、P⊂ で しかできなかった領域が携帯電話にまで広

がってきました。私たちはこの環境を活か し、LDPの 新 しい試みと して、携帯電話 を利用 した

学習方法の研究 ・独自教材の開発を行っています。その成果として、現在、 ドイツ語学習教材

をMobilinか ら利用することが可能です。

◆特徴

 利点として次の点が挙げられます:

1.P⊂ではインターネ ッ ト環境が整備ざれていなければWeb教 材が使用不能になる状況はた

くざんあります。携帯電話を活用すれば、もっと手軽にWeb教 材 による学習ができるよう

 にな ります。

2.携帯電話を利用すれば、移動中の電車内や、ちょっとした空き時間を利用 した効率的な学

 習ができるようにな り、利用者独 自の学習デザインが可能になります。

3.携帯電話のインターネ ッ ト機能によって、情報の受信だけでなく送信も容易になり、学習

 成果のフィー ドバ ックがスムーズに行えるようになります。

◆M0bilinと は

 Mobilinは 、 「いつで も ど こで も」 を コンセ プ トに作 られ た、 当プ ロジ エク トを中心 と して開

発 した ドイ ツ語学 習サ イ トです。SF⊂ で 使用 ざれ て い る ドイ ツ語教材 シ リーズ 「Modelle 1

～3」 に準 拠 した内容 にな ってい て、授業 で使 用 ざれ る映像 や音 声の配信 を行 ってい ます。(au

/Softbank/docomo各 種対 応 してい ますが、 フ ァイル サ イズ ・フ ァイル形 式 によ っては機種 に

よ り制限 があ る場 合が あ ります。)

Mobilin URL:http://dmode.sfc.keio.ac.jp/mobilin/pc/index.html
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ll-.学 習 コ ンテ ンツ

i.Mu置ti Rec0rd

MULTI R匠CORD VQ曇2嶋
, '曜  ". 響

F「r[一 「闘 「葡η一 ニユ、ミ

イ

コ

テ
一
一F『

こんにちt#Tomo 8●80伽8さ ん

曇
  はσめYの 人へのヒント

まず姑自分の葬需を俸ってみましょう1

単語勲録をクリックしてみてください

*注 愈*

携裕電謡では笥殊文寧が表旗できませんので,携 帯電議での利用を窮提とする場含、

各露酒の精蘇文字隊使用せずに、代替文宇を使うなどして蟻語を入力 して ください.

 Multi Re⊂ordは 、極めて自由度の高いオンライン辞書を作成することのできるWebア プリケ

ーシ ョンです。Multi Recordの 単語登録画面には一つの単語に対 して「意味」10通 り、「ジャンル」

「変化」 「品詞」「例文」「意味」それぞれ5通 りなど多 くの項 目が用意すざれており、詳細な書き

込みによりオリジナルの辞書を作成できます。また、それらの項目を使用せず、「単語:意 味」

だけのシンプルな単語帳 として使 うことも選択肢の一つです。

 ブラウザ上で動作するので、P⊂ だけでなくiPhoneや スマー トフオン、 iPadで 利用すること

もできます。特に十分なサイズと携帯性、軽快な操作性を兼ね備えたiPadと の相性は抜群です。

m u

図5.

iPhoneで は、 ダブル タップによるブロ ック

単位 のズ ーム機能 を使 うことで、即席 に単

語 カー ドの ような使 い方も可能 です。
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◆ 自分 だけの、みんなの辞書

 Multi Re⊂ordで 作成できる自分だけの辞書。それは同時にみんなの辞書でもあります。誰か

がMulti Recordに 登録 した辞書は、 Multi Re⊂ordに ユーザー登録 している全員が見ることがで

きるからです。

 気に入った辞書を 「お気に入 り登録」することで、 トップページに表示することができます。

また、同じ授業を取っている友達とコミュニティを作れば、辞書を共有することができる上、

誰がどんな単語を登録しているのか、どのような作り方をしているかがチェックしやすくなり、

学習の際の参考になります。
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図6.

Multi Recordは 、 P⊂で表示可能なすべての言語に対応 しています。 ドイツ語、 フランス語、英語はもち

ろん、 自然言語 だけでな く人工言語、専 門分野のための用語集も作 ることが できます。
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◆作成から使用に、 スムーズに移行

 単語帳を作ったはいいが、その努力だけで満足 して しまい、すぐに目もくれな くなるといっ

た経験のある方は多いのではないでしょうか。

単語帳の作成だけでなく、その使用を軽快にするため、Multi Recordに は、〈単語カー ド〉と

く単語カー ド改Ver.2>、 〈単語テス ト〉、〈4択 クイズ 〉という4つ の単語帳機能があ ります。

◇ 〈単語カー ド〉

 いわゆる単語カー ドと同様に、単語もしくはその意味を隠して表示 し、ボタンを押すことに

よって詳細が表示ざれる仕組みになっています。詳細を見た後に定着が不十分だと感じたなら、

単語の横についているamiss」 ボタンをク リック してチ エックボックスにチエックを入れるこ

とが出来ます。この機能によって 自動で覚えた単語がピックアップできるので、後で効率的に

復習することができるようになっています。

匿鞭 か ド

響属を顎 して醸嫡だけ表汽 しない墾含、ゼタンを樽 して くr ♂,

攣謙唆爆`

miss

x

x

単 語

工 ア コ ン

ベ ツ ド

バ ソ コ ン

テ レ ビ

冷 蔵 塵

照 明

棚

傘

ク ロ ゼ ッ ト

ソ フ ノ ・ー

掃 線 鰻

簡 子

机

涛 計

ビ デ オ

図7. 単語 カー ド

選択  間違 い

責択

遭曾

選択

翼タ

濃鯉

濃採

選嬢

遭堀

讃婦

遺ド

選響

凝 ㌘ひ

虞汐

償F

:1

僅 蓬∬

斥 露～～

岬 穿～～

配 青～5

岬 垂∬

曜 翠55

壕 場～

TeSS

斥 粛、}

げ95～

【r弓 ～

【r繧～～

門㌦～5

ヴ 嬬曳

門亀aSS

12



◇<単 語 カー ド改Ver.2>

 単語 あるい はその意 味を一 つずつ 表示 し、「覚 えた よ!」 「も う一 回!」 の2つ のボ タンに よ り、

その都度 チ ェ ックの有 無を変 更す る ことがで きます。

単 語

dicht

寛えたよ1

もうー回1

意味

(ワ イ ンの) ミネ ラル 成分 が多 い、濃 厚な

詞品

詞容形

司O…
ロ
リ百
田

ジ ヤンル

ワイ ン

口[田 口 口口口口口口田工■1コ

◇ 〈単語テス ト〉

 辞書に登録 ざれている単語の意味が一覧で表示ざれ、それに対応する単語を入力する方式を

とっています。入力 した単語の答えを自動でチェックし、間違えていたら×、合っていたら○

が表示ざれます。また、間違えた単語には自動的にチェックが入り、復習を行うことが出来ます。

X

x

x

X

x

x

x

x

x

保 管 す る

差 し込 む

開 かれ る、

開 かれ る、

申 し込 む

入 力 す る

閉 め る

借 りる

開 ける

開催 される

開催 される

図9, 単語 テス ト
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◇ 〈4択 クイズ 〉

 辞書に登録ざれている単語からランダムに単語と意味を抽出し、4択 クイズを作 る機能です。

この'IXS能では、単語の意味を4択 で表示することも、逆に意味から単語を当てることもできます。

ざらに、正解を重ねた単語は出題頻度が下がり、正答率の低い単語ほど頻繁に出題ざれる仕組

みになっているので、効率的に学習することができます。

s Fern$ehen

工 提案 Σ

Σ 故郷 ↓

雲

テ レビ放送

、意 味 か ら asを 当 て る.

図10.4択 クイズ

 これらの機能は、 自分の、あるいは他人が作った辞書からどれもワンクリックで利用できる

ものばか りです。ノー トのページを折る必要も、下敷きを用意する手間もかか りません。4択

クイズ生成機能に至 っては、オ ンライン単語帳ならではのものであると言えるでしょう。
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◆紙での学習にも対応

 とはいえ、やは り紙の単語帳を使 いたいと思う場面もあるで しょう。P⊂ のディスプ レイに

ペンで書き込みをしたり、iPhoneやiPadを トイ レの壁に貼 り付けるなんて ことはできません。

ソフ トウェアとしての機能がない代わりに、紙のもつ素材としての機能には魅力的な面が多々

あります。

 Multi ReCordで はそうした使用法に対応するために、通常の画面と別に印刷用の画面を表示

することができます。そのまま印刷すれば単語テス トとして、切 り離して単語カー ドとして利

用できますし、ワープロソフ トにコピー&ペ ース トして編集する際には表 として扱われるので、

編集が容易です。

 加えて、<印 刷用画面2>と 称 して、〈単語カー ド〉や く単語テス ト〉で×マークの入って

いる単語だけを表示する機能も備えています。

 Multi Re⊂ordを 使 えば、必要なときに何枚でも単語帳を出力することができます。外国語文

献の輪読や試験対策に、クラス全員の分を用意することも容易です。

◆いつでも、 どこでも

 Multi Re⊂ordは 、 P⊂やスマー トフォンだけでな く携帯電話からも利用できる教材です。ただ

し、ディスプレイの大きざや入力機能に難のある携帯電話では、それに対応 して機能が簡略化

ざれています。

 た とえば、 ドイツ語 のUOAやBは 入力 ・表示できないので、代替表記を使用することにな

ります。

 機能面でも、小ざいディスプ レイで使用 しやすいように、〈単語登録 〉、〈辞書閲覧 〉、<4

択機能 〉、〈単語カー ド改 〉のみ使用できるようにしています。〈単語登録 〉機能は、単語、意味、

熟語、出典のみが使用可能になっています。

 全機能を網羅するのではな く、出先でふと気になった単語を登録 して家で改めて編集、用途

を想定 し、簡単な登録 ・表示機能に特化することで、簡略化することにより使いやすざを保っ

ています。
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ii. XY-Zimmer

          hl
◆ XY-zimme一 とは

 仮想空間で ドイツ語を学ぶウェブ教材です。写真をコラージュして作られた空間にはざまざ

まな仕掛けが隠ざれていて、それを学習者が見つけていくことでス トーリーが展開していきま

す。ス トーリーはすべて音声で展開ざれ、文字による補助は一切ありません。XY-Zimmerで は

耳で理解 してそれに応答する能力を鍛えることを主眼としています。

 今回～⊃紹介 しているZimmer 1で は、カラスのク レーの部屋が舞台です。

図11.XY-Zimmer利 用 画 面

◆対象

 rModelle 1』修了者および ドイツ語学習初級者
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◆特徴

◇文字のない空間

1.ド イツ語空間の疑似体験

 実際に ドイツ語を話す場面では、すべての言葉を聞き取れなくても、状況を見ながらその意

味を判断したり、応答 したりすることが求められます。XY-Zimmerで もなるべ く現実に沿 った

状況をつ くるために、コミュニケーションにおいて文字による補助は一切せず、耳で理解する

ようにデザインざれています。これにより、授業では抜け落ちがちな耳で聞いて理解 し反応す

る、という体験ができます。また、状況に合わせてキャラクターやオブジェク トが反応するので、

これらの非言語的な視覚情報も理解の助けになります。聞き取れなかった場合は、自分が納得

するまで何度も繰り返しトライできるところもXYーZimmerの 利点です。

2.リ スニ ングの強化

 XY-Zimmerは 、日常生活 での コ ミュニ ケーシ ョンと同 じよ うに、音声 のみ で コミ ュニ ケーシ ョ

ンが行 わ れ るので、 文字 媒体 を介 ざ ず、 よ り 日常生活 に近 い コ ミ ュニ ケー シ ョンを行 う ことが

でき、 リス ニ ング能 力が鍛 え られ る こ とが期待 ざれ ます。

◇インタラクティブな仕掛け

 学習者が部屋にあるさますざまなオブジェク トをクリックすることで仕掛けが動き出し、ス トー

リーが展開していきます。『Modelle』で使われているビデオスケッチでも ドイツ語の会話を聞

く機会はありましたが、それはビデオ教材として完結 しており、その会話が学習者に向けられ

ることはありませんでした。XY-Zimmerで は、 クレーの言葉が学習者に向けられ、学習者はそ

れに応答することが求められます。 これにより学習者は能動的に会話に参加する疑似体験がで

きます。
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1.ク レーとの会話

 クレーは学習者にざまざまな質問や相談を投げかけてきます。たとえば絨毯をクリックした

場合、次のようなス トーリーが展開します。

クレー 「何色がいいと思う?」

学習者 「赤はどう?」

   「青がきれいだと思う。」

   「私は黄色が好きだな。」

   「茶色はどう?」

   「糸最がし、し、よQ」

絨毯 をク リックす る と・・
図12。XY-Zimmer利 用 画 面

 クレーの質問に対 して、学習者には上記のような5つ の選択肢が音声で流れます。学習者が

5つ の中か ら1番 いい と思 う返事を選ぶ と、絨毯の色が選ばれた色に変わります。すると、そ

の色に対 してクレーが感想を言います。

クレー(赤)「 ち ょっと強すぎないかい」

   (青)「あ あ、これはぼくのお気に入 りの色だ」

   (黄)「明るくな ったね」

   (茶)「シ ックだね」

   (緑)「ち ょっと古臭 くない?」

2.語 彙を学ぶ

 クレーの部屋にはた くさんの家具や食べ物、おもちゃが置いてあ ります。これらはすべて

SF⊂の ドイツ語教育で使われる教科書 『Modelle 1』で学習する単語です。学習者が興味のある

オブジェク トをクリックすると、クレーがその名前を音声で教えてくれます。XY-Zimmerで 学

習者が遊んでいるうちに、授業で習った単語を目で見て耳で聞きながら復習することが狙いで

す。

◇モチベーションを刺激する

 XY-Zimmerは あえて、教材 らしくないデザインにしました。絵本的なス トーリーを盛り込み、

学習者が遊び感覚で使えるようにしています。これにより学習者の好奇心を刺激 し、 ドイツ語

へのモチベーション向上につなげるのが目的です。
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◇写真を使って作られた空間

1.25Dで よりリアルな疑似体験

 XY一Zimmerは 写真をコンピュータの中で組み立てて作った仮想空間です。ディスプレイに表

示一ざれている限り、仮想空間も2Dな のですが、2Dの 写真をディスプ レイに表示する手法に比

べて視覚的に立体的であり、よりリアルな疑似体験ができると考えられます。

z}m… ←d  巴瑠 ・lkl

一L
_」 /、

・ .6り い

」 、
   審

図13.部 屋の見取 り図

σ
   0
「「

」 卜

2.ド イツの写 真を使用

 XY-Zimmerで 使わ れ て いる写 真 はす べ て(た だ しク レーを 除 く)、 無償 で 写真 素材 を提 供 し

て い る ドイツの ウェブサ イ トpixelio(http://www.pixelio.de/)か らダ ウン ロー ドし、 加工 ・編集

してい ます。

◆ 今 後 の 展 開

◇ iPhoneに 対 応

 XY-ZimmerはAdobe Flashで 作 られて い るの で、現 段 階 で はiPhoneで 見 る ことはで き ませ

ん。 しか し、iPhoneの よ うに身体性 に優れ た デバ イス でも利用 で きる よ うにす る ことによ って、

XYーZimmerの 空 間性や イ ンタラ クテ ィブ性 は よ り効 果 的 にな る と考 え ます。

◇SNS機 能の搭載

 XY-Zimmerで は自分が遊んだ軌跡を記録可能にしたり、他の学習者が残 した足跡が見られる

ようなSNS機 能をつけたいと考えています。 これにより、過去の自分や他の学習者からの刺激

を受け、モチベーション向上につながることが期待ざれます。
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iii. d-rama

す リ リ ■ リ ■ リ

d一難ma

・ ・｠｠｠・ ・

◆ dーramaと は

 d-ramaと は、 iPodの ポ ッ ドキ ャスティング機能を用 いて、 ドイツ語学習者が授業中に作成

した4コ ママンガをネ ッ ト上で配信するIT教 材です。学習者はこの教材によって、教材作成に

自ら参加 しつつ、授業内容の復習をすることができます。

◆ 特徴

◇ ポ ッ ドキ ャスティングの新たなアプローチ

 2006年 、私たちLDPは 「d-Pod」 とい う、 iPodの ポ ッ ドキャスティング機能を使 ったIT学

習教材を開発 しま した。d-Podは 、授業の進度 に合わせて授業中に流ざれる ドイツ語のミニ ド

ラマ(Sketch)を ネ ッ ト上からiPodに 配信する というものです。 この教材の登場によって、学

習者は授業中のみならず、自分の好きな時間に好きな場所で動画を伴ったリスニングの練習が

できるようになりました。また、dーPodを 継続的に利用 する ことで、学習者自身の学習 リズム

が出来上がり、「学習のペースメーカー」としての役割をも果たすことができるのです。

しか し、d-Podは"LDPか ら学習者へ"と いう一方的な発信方法に基づいているため、学習者は

どうしても受信者になりがちであり、私たちLDPが 目指す"イ ンタラクティブ"、 つま り双方

向的な学習環境に程遠いというのが現実問題としてありました。この問題を克服 し、学習者が

受信者と発信者の双方になりうる教材を開発できないかと試行錯誤した結果、d-Podの 進化型

である 「d-rama」 が誕生 しま した。

図14.4コ マ漫画作 成例
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d-ramaの 特徴 と して以下 の点が挙 げ られ ます。

1.学 習者参加型の-T教 材

 d-ramaで は ドイツ語の4コ ママンガをネ ッ ト上で配信 していますが、これらの4コ ママンガ

はすべて ドイツ語学習者自身によって制作ざれたものです。学習者はまず、授業中に行われて

いるrPartnerarbeit」(ペ アワーク)で その週 に習った語彙や表現を応用 して4コ ママ ンガを作

ります。その中から特に良かった作品を教員が選び、修正を加え、ざらに学習者による音声を

つけます。それらの作品をその週のうちにネット上にアップロー ドして、学習者全員が視聴し、

復習できるようにします。ここからわかるように、d-ramaは 学習者自身の参加な くして成 り立

たない教材であり、学習者はこの学習サイクルを通して、授業で教材の元となる内容を発信す

ると同時に、ポッドキャスティングを通 して、教員によって添削ざれた教材を受信 しているわ

けです。この発信と受信のサークルが、インタラクティブな学習環境を実現 しています。

2.4コ ママンガ:談 話能力、正確に書 く能力の向上

 d-ramaの 配信 コンテンツである4コ ママンガの作成は、授業中に学習者自身によって行われ

ますが、具体的な作業は、あらかじめ教員から与えられた4コ ママ ンガのイラス トに、会話や

人物の表情を書き込み、ス トーリーをつくるというものです。4コ ママンガ とい う形を取 った

のは、学習者が比較的短時間であまり労力をかけずに書 くことができ、かつその週に習ったキー

ワー ドやキーセンテンスを有効的に取り入れることができると考えたからです。学習者は4コ

ママンガのス トー リー構成や会話の内容となる ドイツ語の文章を、これまで学んできた ドイツ

語を使って完成ざせようとあれこれ試行錯誤 します。この ドイツ語を 「使う」e「 発信する」

過程が学習者の談話能力や正確に書 く能力を高める鍵であると私たちは考えています。言葉は

ただ勉強すればいいというものではな く、使えて初めて自分自身のスキルになるといえます。

学習者を対象に実施 したd-ramaに 関するアンケー トの中にも、 「色んな言い回しが使えるよう

になった」「語彙が増えた」などの意見が多く見受けられ、d一ramaの 学習効果がうかがえます。

図15.4コ マ漫画作 成場面 図16,4コ マ漫画利用場面
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3.Pa-tne-arbeitに よる ドイツ語スキルの促進

 項目2.で 、4コ ママンガの作成を通 して学習者の談話能力、正確に書 く能力の向上が期待で

きると述べましたが、この4コ ママンガの作成は学習者同士によるPartnerarbeit(ペ アワーク)

形式で行われるため、学習者は作成の過程でお互いの ドイツ語運用能力を高め合うことができ

ます。一人では知識不足ゆえに使いたくても使えなかった単語や言い回しでも、二人で知恵や

アイディアを出し合えば、自分が書きたいス トーリーを作ることができます。また、自分のパー

トナーから新しい語彙や文法を学びあうことで、自分自身の ドイツ語運用能力をすざらに磨くこ

ともできると考えられます。

4.授 業内外の学習の連携

 これまでLDPで 開発されたIT教 材のほとん どは、授業外における ドイツ語学習環境を充実さ

せるためのものでしたが、d-ramaは 授業中に4コ ママンガを作成 し、それらをネット上で配信

し、授業以外の時間や場所で見る、というスタイルから、授業内と授業外での ドイツ語学習を

密接に結びつける教材であると言えます。また、授業外での自律学習を通して得られた学習効

果をよりダイレク トに授業に反映ざせることができるようになりました。学習者はd-ramaを

通 して、授業で学習 した新 しい語彙や文法を復習できるだけでなく、そこで生まれた新 しい質

問を授業に持ち込み、先生に質問することで解決 し、ざらに自分の ドイツ語運用能力を上げる

ことができます。この循環を継続することにより、学習者はより実用的なスキルを身につける

ことができると考えられます。

5.学 習者のモチベ一シ ョン向上

 d-ramaで は、特に良 く書けている作 品が選ばれて配

信ざれます。学習者は自分が書いた作品が教材として配

信ざれることで、自分の ドイツ語に対して自信を持てる

ようになるだけではなく、 ドイツ語に対する学習意欲を

高めることができると考えられます。学習者アンケー ト

での回答によれば、自分の作品が選ばれてモチベーショ

ンが上がったという感想が数多く寄せられました。また、

学期ごとに 「d-rama GRAMMY」 を開催 し、配信 ざれた

4コ ママ ンガか ら最優秀作品を選んでその作成者を表彰

することで、よりいっそう学習者に参加 してもらえるよ

うな教材にしたいと考えています。

聯

  PRI帥11

Wigg-魏 闘lie把 麗ll

切
a-     d     a一

図17 優秀作 品の表彰
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◆ 使 い方

  を選択 し、ク リック します。

1.d-modeの ホ ー ム ペ ー ジ に ア ク セ ス し、 トッ プペ ー ジ に あ る教 材-覧 か らrd-Pod+d-rama』

  蘇 、 ご ∵ ・、

2
.」 麹 臓 蟹引 ～∵・
'      一 晒鑑蜘

1㌔1
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湘 ■葺,職5懸 し息●質,

               口 川 ー川-ー … □田 □ □ □ □□ □

2.「 履 修 コ ー ス 」 か ら 自 分 の 履 修 中 の コ ー ス を 選 択 し、 ク リ ッ ク し ま す 。

     藁勲60ヨ 、1,,、1、 、、、_・鰍5κ 轡 ツ髄 配 儀
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図19.d-Podト ッ プペ ー ジ
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3.見 た い 動 画 の レ ッ ス ン を 選 択 し、 ク リ ッ ク し ま す 。

    ● ⑤ ②   融 冗漏 、、,記『 、些、。・,鋼;糎 雛 乱 論、醍弼   L… 愈 鐘 翻,  x.;:i

   梅霧蟻購 器 無畿 蕪灘 畷羅 麟毒匿講 魏 響響.
       ㌶騨  .    ,'y。 難 糀 鐘

Le㎞ 重onを選んで ください

LektionOl

LektionO2

Le縦bnO3

Ld威 沁nO4

嚇

Lek輔onO6

LektionO7

LektionO8

図20.d-Pod利 用 画 面
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す る と、 該 当 す る レ ッス ン のd-ramaや 授 業 中 の 動 画/音 声 教 材 が 一 覧 で 表 示 すざれ ま す 。

    の(e                  d-Pad::Imensiv I

融              、寄   。購・。㌔   るボ;誌二・督

         噌

穆r憶engリv 1・=LektionO3

d-rams

・9    …   璽   臨' i`餌 況    1「   ■聲

08.05 窪5個三ぞ震

④

ハ騨 レ欝

      ダウンロ-ド ・iPhoneで再生                         〉

      ρodc8獣に亘録                              〉

                図21.d.Pod利 用画面2

4.動 画を ブラ ウザ上 で再生 する には、 「P⊂ で再 生」 をク リック します。

5.動 画を ダ ウン ロー ドす る場 合 は、 「ダウン ロ-ド 」 を ク リック します。

6.iPodで ポ ッ ドキ ャス テ ィング機能 を使 う場合 は、 rPod⊂astに 登録 」 を ク リック して、

  iTunesが 自動 的 に起 動す るの を待 ち ます。 その後 は、 デー タが更新 ざれ るたび に、 自動

 的 に更新 され ます。
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◆ 今 後 の 展 望

◇ iTunes Uの 新 たな可能 性

 2010～2011年 、 私 たちLDPで は これ までの ポ ッ ドキ ャステ ィングに加 え、新 たにiTunes U

を用 いたd-ramaを 含 めた ドイ ツ語Web教 材 アー カイ ブ化 の導入 を検討 して い ます。

 慶應 義塾 大学 湘南藤 沢 キ ャンパ スが運 営 してい るiTunes Uのstoreペ ー ジ に ドイ ツ語 学習過

程 で作 成す るd-ram∂ 作 品 を定期 的 に ア ップ ロー ドし、 学 習者 が それ をiPhoneやiPodに ダウ

ンロー ドする ことでいつ でも好 きな ときに学習 す る ことが可能 にな ります。

 ドイ ツ語 が よ り身 近 に感 られ、 学習者 の学習 意欲 向上 にも繋 がる と考 えて います。
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図22.SF⊂ が 運 営 す るiTunes Uの ペ-ジ
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iv. d-map

-ド イ ツ語 海外研 修 ・留学 の情報 共有 デー タベ ー ス ー

◆ dーmapと は?

 dすmapと はpukiwikrを 用いて研修 ・留学先の情報やフィール ドワークをデータベース化 した

Webサ イ トです。このコンテンツを利用 して、留学や海外研修で ドイツ語圏に行 く学生のサポー

トを行います。

これまで ドイツ語教材開発研究プロジェク トでは様々な学習教材を提供 してきましたが、学習

教材ではなく留学などの情報提供に関するコンテンツは未開拓の領域で した。今後はざまざま

なコンテンツによって、学習者が外国語を学び、使用する環境についてもサポー トしていきた

いと考えています。

◆ 特徴

◇ 情報の共有化

 SF⊂では ドイツ語海外研修 を した学生は滞在先でのフィール ドワークについて資料を提出す

ることになっています。 しかし、従来は提出された資料の媒体が統一ざれていなかったため、

過去のフィール ドワークの成果を閲覧 したい学生は、非デジタルのレポー トであれば直接 ドイ

ツ語研究室まで足を運ばなければならなかったり、デジタル化ざれていてもアクセス方法がわ

からなかったりと、不自由な状態が続いていました。

 しか し、 この コンテンツによって過去のフィール ドワーク情報へのアクセスが確保ざれ、滞

在先ではどのようなことが研究テーマとして選ばれているのか、などの情報を簡単に得ること

ができるようになりました。学生は過去のフィール ドワークを参照することによって留学候補

地を決定 しやすくな り、自分のフィール ドワークの参考資料としても活用することができます。

更に、滞在先のざまざまな情報がWeb上 で閲覧可能 なので、 これか ら ドイツ語圏へ行こうと

いう学生の不安が緩和ざれると考えています。

6マ ・フ鵬

Info-

Maxkt

  ㎞セo購

卵 、

ウborI轍

図23.d-mapト ッ プペ ー ジ

一 ー  誌L-一

賦 酪鳥rl
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図24 リ ン ク 先 のpuklw山kリ ペ-ジ

*pukiwikiと は
、 wikipediaに 代 表 一ざれ る よ うな、 ブラ ウザ を利 用 してハ イパ ー テ キス トを簡

単 に編集 する こ とが でき るシス テムで、共 同作 業 で文章の作 成 がで きます。
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◇ 情報の編集 ・保存

 それぞれのpukiwikiペ ージで、上部には都市の基本情報が掲載ざれ、都市の位置や人口、面

積などを知ることができます。下部では過去の海外研修のフィール ドワークなどが一覧できま

す。学生には実際に海外研修や留学をした後にこのページを編集 してもらいます。編集ページ

では、テンプレー トを用いて簡単に使えるように説明が一ざれているので、初心者でもpukiwiki

のル一ル に基づいてテキス トを自由に変更 ・追加することができます。また、テキス トだけで

なく画像のアップロー ドも可能になり、写真等を使って自分の思い出をデジタル化して残すこ

とができるようになりました。

◇ 自由な使用環境 ・インタラクティブ性

 このd-mapをWebに 設置することで、ざまざまなメ リットが生 じます。まず、インターネッ

トに接続できる環境ざえあれば学習者はどこからでもd一mapに アクセスすることができます。

この特徴を活かせば、日本にいながらでも ドイツの状況をリアルタイムで知ることも可能にな

ります。

 また、pukiwikiと いう媒体をつかうことによって、一方向的な情報の発信ではなく、すべて

の学生が情報の発信に関わることができるようになりま した。利用者は情報の受信者であ り、

発信者ともな ります。pukiwikiの ページを見て町を選択 し、海外研修を した学生が、自分がそ

の町についてpukiwikiに 書き加えることで情報のサイクルが生まれます。こうしたインタラク

ティブな情報交換が可能であることが、d-mapの 大きな特徴です。
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◆ 使 い 方

 1.d-mapト ップペ ー ジ(図26)上 部 の 「マ ップを見 る」 と書かれ て いる場 所 を ク リック して

  ドイ ツ地 図(図27)を 表示 します。

 2.マ ッピング-ざれ てい る町の うちか ら興味 のあ る町の ア イコ ンをク リック します。

 3.ア イ コンは町 ごとのpukiwikiペ ー ジへ と リンクが貼 って あるの で、来訪 者 はそれ をク リッ

  ク してそれ ぞれの 町のpukiwikiペ ージ で情報 を見 る ことがで きます。

図27.留 学先 ・研究先マ ップ
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◆ 参 加 者 に よる 日誌 の 公 開

 SF⊂で ドイツ語海外研修に参加する学生は、課題として日誌をつけることになっています。

今までは各人がプログを用意 したり、紙媒体で提出したりしていました。この日誌をひとつの

場所にアーカイブし、だれでも閲覧可能としたのがd-map blogで す。

 blogペ ージには3つ の機能があ ります。参加者が経験 した異文化交流、外国語コミュニケー

ションの成功・失敗体験を書き込んでいくことで、自身の体験を後から振 り返ることができます。

そして他の参加者の体験もリアルタイムで更新ざれるため、コミュニケーションが生まれます。

また、研修期間外は海外研修参加希望者にとって研修地を決定するのに重要な情報源となりま

す。

 それぞれの記事は、書かれた時期 と執筆者名によって力テゴライズさ-れ、ざらに場所や状況

によってタグ付けざれているため、必要な情報が取 り出しやすくなっているのも特徴です。今

後はこれらの記事情報と、pukiwikiの 情報を関連付 けるな ど、海外研修のためのより総合的な

教材の開発を目指 していきます。
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v.発 音 導 入 コ ー-ス

◆ 発 音 導 入 コー ス とは

 Web上 で ドイツ語の発音を学習する教材です。学習者はP⊂ の画面を見ながら、映 し出ざれ

た映像に合わせて発音することで、簡単な単語 ・アルファベー トの発音練習をすることが出来

ます。簡単に繰 り返 し操作ができるため、反復練習が出来ます。音声の映像を真似ることによ

り自然な発音を身につけることが出来ます。

…    ,,   、      、                             一 ' ここに映像を表

示

フ7イルu> 縦粟(三) 表5…rn  お引醸こ入り込) ツール①  ヘルプ(w                                               砂
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ドイツ語 発音自習教材web版現在学習 してい

るコンテンツ
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学習する単語をク

リックすると、映

像が表示ざれる

図29.発 音導入 コースの利用画面

◆ 使用方法

 ウェブカメラを使用すれば、学習者が自分の発音を自己評価することが可能です。ウェブカ

メラで撮影した学習者自身の発音の様子を、『発音導入コース』に映し出ざれた画面の隣に自分

で表示 し、映像と自分の発音とを比較することで、効果的に学習を行うことが出来ます。
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vi.名 詞 デ-タ ベ ー ス

◆ 名 詞 デー タベ ー ス とは

 SF⊂ ドイツ語教材rModelle』 シ リーズ第1巻 か ら第3巻 の中で扱われる単語が、 「名詞デー

タベース」として登録すざれています。データベースの中には、それぞれの名詞と性および日本

語訳、また名詞のカテゴリと初出の課、および関連 した画像を収録 してあります。

 このデータベースは、ドイツ語の単語の意味を日本語で 「翻訳 した」データで示すのではなく、

画像によって提示 します。ひとつの単語に対 して複数の画像が関連付けられているので、学習

者に対 して各単語の限定ざれた意味ではなく、多様な側面をイメージとして提示することを可

能にします。

◆ 特徴

 このデータベースの特徴は、各学習者自身が構築 していく成長型システムであるという点で

す。この名詞データベースを利用 した学習教材の開発は、現在様々な形で進められています。

その代表例が 『名詞性当てクイズ』 です。

 『名詞性当てクイズ』ではこのデータベースを利用し、各課ごとにランダムで、写真とともに

名詞の性を当てる問題が出題ざれるようになっています。写真も複数枚の中からランダムで表

示することができます。
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vii.名 詞 性 当 て ク イ ズ

◆ 名 詞 性 当て クイ ズ とは

 ドイツ語の名詞には男性、中性、女性の3種 類の性斎があ ります。名詞 ごとに性は決まっており、

法則はありません。 ドイツ語初習者にとってこの名詞の性に慣れることは容易ではありません。

このクイズでは問題画面に表示ざれた画像と単語を直結ざせて名詞の性を身につけることがで

きます。

表示ざれた名詞に対 して適切

な定冠詞をク リックすると、

瞬時に添削される

学習したい課の範

囲を選択する

H       _._。r- .                     ・弱 i
「i

..   豊

3旨     よ   ・'    ψ  ・         ・

團 鶴 」 隻」塗り
、  諮`

w
  St

凶
懸

,壽 ㎝  幽    脇      ■-

k藩 嚢盟
     ' 凸 ●の

一 嗣 岸   1
。         }

鳳距 醤 羅
ド

W脚 顎甲 '置 マ     「L
.

α1蝦磯
k  づ
i ＼

表示する写真は3

つまで登録可能 /32名 詞一生当てクイズの利用画面

問題となる名詞を表

す画像を表示

◆ 使 い方

 学習者は表示ざれた名詞(写 真つき)に 対 し、der, das, dieを 選択 します。

1正 解の場合 ー定冠詞つきの名詞 と画像が表示され、次の問題に進めます。 鰹
1不正解の場鷺 轟 欝 するアイコンが表融 それをクリック9

                                   Hoch mal1

*定 冠詞 では
、 男性 はder,中 性 はdas,女 性 はdieと な ります。
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viii.deu-Tan

◆deu-Tanと は

 deu-Tanは 、 ドイツ語の名詞を学習するためのWeb教 材です。名詞の性 とスペルをゲーム感

覚で気軽に学習することができます。

◆対象

 rModelle 1』 ～rModelle 3』 を用いて ドイツ語を学んでいる学習者、またはそれと同等の

レベルの ドイツ語学習者を対象としています。

◆特徴

 この教材の特徴は、問題を 日本語の文字ではなく、画像のみで表現しているということです。

そうすることによって、単語をより正確な視覚イメージで捉えながら学習をすすめることがで

きます。また、回答はクリックのみで行えます。そのため、 ドイツ語特有のウムラウ ト等の文

字入力の手間はありません。パソコン初心者の人や、スマー トフォン等のモバイル端末からで

も操作 しやすいようになっています。ざらには、『Modelle』に準拠 した単語を厳選 しているため、

授業の復習にも役立ちます。

◆ 使 い方

 ① トップページから、学習 したい問題のレベルを選択 します。

 ②学習 したい課を選び、「Go!」ボタンをク リック します。

 ③画面上部の写真や絵をみて、そのものの名詞の性を表す画像をクリックします。

  正解すると問題画像の下に名詞の性が黒い文字で表れます。

 ④次に、アルファベー トの画像を名詞のスペルどおりになるように順番にクリックしていき

  ます。正 しい順番にクリックしていれば、問題画像の下に黒い文字で表れます。

 ⑤全て正 しく正解すると、「Gut!」と表示ざれ ます。

◆ 展 望

 今後の展望 として、まず協調学習へのアプローチが挙げられます。学習 した単語数をランキ

ング形式で表示し、他の学習者の利用状況を明示することや、Twitterと 連携 し、学習 した単語

や単語数をTwitterに つぶや くことができるようにすることが方法として考えられます。次に、

絵や写真を問題にし、その状況を表す文章を推測 し回答させるという発展型の問題にするとい

うことにより、更なる学習効果が見込まれるでしょう。そ して、学習者から問題として扱って

ほしい語彙を投稿 してもらい、それに基づき問題を増やしていくことによる、学習者参加型の

教材 とすることも可能です。すざらに、この教材は ドイツ語以外の言語でも適応可能なため、多

言語化によって存在価値を高めることができると考えられます。
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           de墾●Tanと は

     ドイツ語単語を学ぶためのWeb教 材です。

      画面に表示される写真や絵を見て、

その単語の名詞の性とスペルを正しい順番にクリックしましょう1

  まずは学習したいレベルを選んでクリックして下さい。

   このサイ トでt#JavuScriptを獺 しています

」8》aS面pt力窒無効の鰭冶 、 うま く動作 しない司「能鱈…力雪あ ります

    懲奨 ブラウザ;Sり血噛Goo8量e Ch飾◎鵬
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図33.deuーTanト ッ プペ ー ジ
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図34.deu-Tan利 用 画 面
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ix.d-Theater

◆d-Theate一 と は

 d-Theaterは 、 rModelle』 で使 わ れ て い る映像 に字幕 を付 け た、新 しい形 のWeb教 材 で す。

字 幕付 き の スケ ッチを見 る こ とで、学 習 者 は単 元 を よ り深 く理解 す る ことが で き ます。 ま た、

各映像 に付 け られ た問題 を解 くこ とによ り、理 解度 を測 る こともで きます。

◆特徴

◇スケッチの新たな使い方

 今までも、d-PodのPod⊂asting機 能によって、履修者は授業で使 った映像コンテンツ(ス ケッ

チ)を 復習する ことができま した。 しかしここでは視覚的な問題が発生 していました。教科書

(スケッチ本文)を 追いながら映像を見 ることができなかったのです。結果として履修者はスケッ

チを 「聞き」ながら本文を追 うという使い方を しており、動画としての教材の強みを出せずに

いました。

 これを解決 しよ うとして開発ざれたのがこのd-Theaterで す。本文を字幕 とい う形で動画内

に配置することで、本文と映像を同時に追うことができるため、今までよりスケッチをより深

く理解することが可能になりました。

◇H0tP0tat0e5に よる教材

 d-Theaterと い う一つの教材 と して提供 するには、字幕映像だけではな く、理解度を測るた

めのフィー ドバックが必要と考えました。そのため各字幕映像にはHotPotatoesで 作成 した問

題が付属 しています。 これによって学習者は映像を見るという受動的な学習だけでなく、スケッ

チの理解を示すための能動的な学習も行うことが出来ます。

◆ 使 い 方

 ① トップペ ー ジか ら、 自分 の使 ってい る教科 書(『Modelle1』 、 『Modeffe2』 、 『Modelle3』)を

  選択 します。

 ②学 習 したい単元(Lektion1～12)を 選択 します。

 ③動画 を再 生 しな が ら問題 を解 きます。
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x.d-Check

◆d-Checkと は

 d{heckは 、 SF⊂の ドイツ語の授業で用いている教科書rModelie』 に準拠 した、独作文演習

教材です。授業だけでは不足しがちな文法の演習を行うことにより、学習をサポー トします。

◆対象

 『Modelle』 を用いている ドイツ語履修者、および同等程度の学習者。

◆特徴

◇テス ト対策としての位置付け

 SF⊂の ドイツ語インテンシブのコースでは、1回100分 の授業が週 に4回 、1週 間につき1

課のペースで授業があ ります。授業では毎週、課 ごとに10分 間の小テス トが行われます。 し

か し、そこで問われる文法能力を養うためには授業だけではどうしても不十分です。そこで、

d-⊂heckを テス ト対策教材の位置付 けにす ることによって、不足 しがちな文法演習をサポー ト

し、また、学習者のモチベーションを刺激 します。

◇間違いに対するフィー ドバック

 このようなタイ プの教材では、正解か不正解かの判定のみで、それ以外のフィー ドバックは

無視ざれがちです。 しか し、d{heckで は、よくある間違いを予め登録 し、それに対するフィー

ドバックを用意 しています。これによって、学習者は自分が苦手な箇所を確実に把握すること

ができます。

◆使い方

 ① トップページか ら、学習 したい課を選択 します。

 ②表示-ざれる独作文問題を解きます。

◆ 展望

 将来的には、更なる学習効果の向上のために、利用者の回答データをアー力イブして分析し、

よくある間違いのパターンをデータベース化します。これにより、学習者へより適切なフィー

ドバックを返すことができると考えられます。

 また、獲得 した点数 をTwitterで つぶやけるよ うにするな ど、学習者のモチベーションをよ

り刺激することを目指 します。
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xi.ノ ンバ ーIバル コ ミュニ ケ ー シ ョン学習 支 援教材(仮)

◆ ノ ンバ ーバ ル コ ミ ュニ ケ ー シ ョンとは

 コミュニケーシ ョンには、言葉 による 「バーバルコミュニケ-シ ョン」と、言葉 によらない 「ノ

ンバーバル(非 言語)コ ミュニケーシ ョン(以 下、NV⊂)」の2種 類があ ります。例えば、声の トー

ン、表情、身振り手振り、視線など、言葉をつかわないものはすべてNV⊂ に分類ざれます。

 心理学者マ レー ビアンの研究によると、人から受けるインパク トのうち、9396が 言語以外の

メ ッセージ(声 の調子=38%、 表情=5596)か らのものだといいます。外国語学習においても、

異文化コミュニケーションという視点からみたとき、読む ・書く ・話す ・聞くといった基本的

な言語運用能力の他にも、当該言語圏のノンバ-バ ルコミュニケーシ ョンの技術 を身につける

ことで、コミュニケ一ション能力を向上できると考えました。

◇本研究の目的

 本研究の目的は、外国語学習におけるNV⊂ 要素を、学習者が既存の学習力 リキュラムの中で

認識・習得するためのマルチメディア学習支援環境を構築することです。そのために本研究では、

まず、 ドイツ語学習者の ドイツ語圏での ドイツ語接触場面の現状を把握 し、そこで重要となる

NV⊂ 要素を調査・分析 します。次に、それらNV⊂ 要素を映像 として撮影・編集 し、 NV⊂ 要素デー

タベース内に蓄積 します。ざらに、既存の外国語学習力リキュラムを対象として、学習内容と

関連するNV⊂ 要素を自動的に提示する機i能を実現 します。(図39)
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図40.シ ステム概要図

 本研究の特徴は、教室内学習におけるノンバーバルコミュニケーションの体系的な学習を支

援することと、学習環境の中で実際の海外における体験的なNV⊂ 支援を統合的に提供すること

により、学習者の日々の ドイツ語学習プロセスの中で、NV⊂ の習得を支援することです。
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jai. d-Dress

◆d-D-essと は

 dーDressは、多言語で服飾デザインを学ぶ学習者のためのデータベース教材です。日本のサ

ブカルチャーとして海外でも人気を博 しているゴシック&ロ リータファッシ ョンに着 目し、そ

のファッションで使用ざれている専門用語を日本語 ・英語 ・ドイツ語のデータベースとして構

築 しました。学習者は、用語を各言語でどのように表現するかを同時に表示することができます。

◆特徴

◇ 服飾デザインという新たな学習環境

 今までd-modeで は、主に言語を習得する ことに特化 した教材が作られてきました。 しか し、

dーDressは 学習環境をデザインするとい う視点から、言語習得ではなく、服飾デザインを学ぶ

環境を支援する教材となっています。

◆使い方

◇ 用語からの検索

 ①知 りたい用語を日本語 ・英語 ・ドイツ語のいずれかで検索フォームに入力 します。

 ②用語に関する情報が表示されます。

◇ カテゴリーからの検索

 ①知 りたい用語が属するカテゴ リーを選択します。

 ②知 りたい用語を選択 します。

 ③用語に関する情報が表示ざれます。

◆展望

 今後の展望と しては、 このデータベースを単なる用語辞典としてだけではなく、より学習効

果を高めた教材にするために、自分で編集できるデータベースとして提供することを目指しま

す。また、既存の教材であるMultiRe⊂ordと の連動 も視野に入れ、他の学習者が編集した内容

を閲覧できる機能を付け加えたり、多言語に対応することも検討 していきます。これにより、

ざらに学習者の学習環境に適 した教材になると考えられます。
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xiii. d-Mind

◆d-Mindと は

 d-Mindは 、マイン ドマップ手法を取 り入れた単語学習ウェブアプリケーションです。学習者

が自由に単語を入力 し関連づけていくことで、各単語間の関連を可視化 し、各学習者が独自の

単語マップを作成できるツールです。

◆特徴

◇ マイン ドマップ手法を取 り入れた教材

 マイン ドマ ップとは、中央に核 となる概念を文字や絵で描き、その概念図から複数の枝が分

岐しながら伸びていくように、関連するキーワー ドを書き足 していく手法であり、記憶法や思

考整理法として用いられています。本作品d-Mindは マイン ドマ ップ手法で用い られる 「関連

づけ」の機能を取り入れ、外国語学習に適用ざせた教材です。

◇ 単語マップを簡単に作成できる

 d-Mindで はそれぞれの機能を画面上のボタン操作で行うことができます。学習者はキーボー

ドで単語を入力 し、マウスの ドラッグ操作とボタン操作のみで簡単に単語マップを作成するこ

とができます。

◇ 思考プロセスの可視化

 d-Mindを 利用することで、学習者は単語マップを作成するだけではなく、作成 したマップの

画像を保存することができます。それによって学習者が自身の思考プロセスの変化を可視化し、

「ふりかえり」「気づき」の学習行動をうながすことができます。「単語を覚える」という行為に

対 して、自分はどのように考え、覚えているのか認識することで、学習スタイルに影響を与え

るのではないかと考えられます。

◆ 使 い 方

 ① 単語 を入 力 します。

 ②[drag]ボ タンを押 し、 マ ウスで単語 を ドラ ッグざせ 自由 に配 置 すざせ ます。

 ③[new word]ボ タ ンを押 し、 新 たに単語 を入力 します。

 ④[Line]ボ タ ンを押 し、 単語 同士 を結 ぶ線 を描 き ます。

 ⑤[re⊂ord]ボ タンを押 し、 マ ップ画像 を保 存 します。

 ⑥ 線 は[delete a line]ボ タ ン、[delete a■fines]ボ タンで消 す ことがで きます。

  単語 は選択 したあ とに[delete word]ボ タンを押 す と消 す ことがで きます。
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◆展望

 今後の展望 としては、広い範囲での学習者を対象に長期的な学習データを取得 し、初級→中

級への学習者のレベルアップに伴 う学習の変化等を調査 し、学習者が自分の思考プロセスを見

ることによる学習効果を測定することが可能かどうかを検討 します。その際、学習データの分

析や学習者個人の時系列データを分析することで、日本語を母語とする外国語学習者に、どの

ような語彙学習のプロセスを見ることができるのか、その傾向や特徴をより明確に知ることが

可能になるのではないかと考えます。

図42.d-Mind単 語 マ ップ

44



xiv. d-Comic

◆d-Comicと は

 ドイツ語 に訳 ざれた日本のマンガで ドイツ語が学べます。

 わ くわ く楽 しめる、教材ら しくない教材です。

◆特徴

 傲 材ξ乙ぐf'G'JX蹄 主体の離 獲シX場 確 なコンTク えん

二 禰 な表現を奨乙ぐ効覇 〆と掌ぶン

 マンガを読むかのように夢中で学習を進める事ができ、いきいきとした会話主体の実践的な

ドイツ語を習得する事ができます。また、有名マンガを使用 しているので、文脈や背景つまり

コンテクス トが明確にわかります。従来の ドイツ語の参考書における例文や練習問題では、文

脈がないためわかりにくいという問題があります。例えば、日本語から ドイツ語に訳す練習の

場合、コンテクス トがわからなければ2人 称(Sieとdu)の 使 い分けの判断が難 しいな どが挙

げられます。有名マンガを利用 した例文や練習であれば、コンテクス トが共有ざれているため

この問題を解決する事ができます。

◆d-C0micの 背 景

 近年 日本のマンガやアニメが世界でとても高い評価を得ています。 ドイツでも書店に日本の

マンガが溢れています。ワンピース、名探偵コナンなどのメジャーなマンガからxxxHOLi⊂ 、黒

執事などの少 しコアなマンガまで幅広いジャンルのものがそろっています。

 ドイツ語に訳ざれたマンガの中の会話表現は、物語の登場人物のキャラクターに合わせた訳

がついています。つまり、いわゆる語学の参考書にあるようなコンテクス トが明確でない練習

問題とは全く異なった文がマンガにはあるのです。この点において、会話の流れを忠実に再現

する事のできる語学学習の媒体はマンガであると言えます。 ドイツでは近年、マンガで日本語

を学ぶ方法が広まっています。この方法を我々が使わない手はありません。是非、世界に誇れ

る自分化のマンガを教材としてうまく使用 してみたいと思い、現在取り組んでいるところです。

 日本のマ ンガを教材とする事で、 日本と ドイツの文化の違いも見えてくるでしょう。

◆ 対象

 ドイツ語学習者

◆ 展望

 参考書や電子書籍等での学習
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◆ 文献紹介(マ ンガで日本語を学ぶ参考書)

MARIA FERRER&DAVID RAMIREZ『 」apanis⊂h⊂rashkurs』,2011
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図43.左:d-⊂omitサ ンプル,Lektion 2,問 題導入(使 用 マンガ 「NARUTO」/岸 本斉史/集 英社)

    右:dー ⊂omicサ ンプル,Lektion 2,練 習問題(使 用マンガ 「NANA」/矢 沢 あい/集 英社)
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iv.iPhone/iPod touch教 材

i   d-Phone

◆ d-Ph0neと は

 d-Phoneと は、 iPhoneお よびiPod tou⊂h用 の ドイツ語教材 開発 研究 プ ロジ エク トWebペ ー

ジです 。iPhone対 応教材 へ の ホー ムの役 割 を果 た して お り、 学習 者 は こ こか らiPhone対 応 教

材 へ移動 す る ことがで き ます。

◆ 使 い方

 メニ ュー。 ここをク リックすると下図のようなメニューが表示一ざれ、教材が一覧できます。

一
仙Ph6ne馳

・'Neu

Menu

HC膿e  σmode  news  bnk5

悔 ● …
,・P7妻～           いP}畢

訴。叫 犠 発鳶
6《 》齢畿

響鵜 、

    ㌔1(!Ill,雲

●

.
膿

δ・・か"歩

謡,芦'i

%
'㍉ に ド辱

図45. dーPhone教 材 紹 介 ボ ックス

口口 田工].口 口口口口口 口

 このボックスをプ リック(iPhoneの 操作方法の名称で、画面を指でなぞることを指 します。)

する ことで次の教材の紹介を参照することができます。図44の デザインは切符をイメージ し

ています。
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◆ 他 ツ ー ル と の 違 い

 従来 のP⊂ 、 携帯 電話 、iPodと い った ツー ル との大 きな違 い は、 ブ ラ ウザ の搭 載 に よ り、 P⊂

向けのWebペ ージ を、 いつで も ど こで も閲覧 で きる とい う点で す。今 までP⊂ に しか対応 して

いなか った教材 もiPhoneやiPod touchな ら閲 覧す る ことがで きます。また、d-Phoneト ップペ ー

ジでは、 プ リックをす る ことで各 教材 の紹 介を見 る ことが でき るよ うにな ってい ます。

◆ 対応教材例

図46.iPhone用 の 発 音導 入 コ-ス 図47.iPhone用 のd-Pod

O d-Pod/d-rama

 こち らもdすPhoneを 作成 す るにあ た り、 新 たにペ ー ジを デザイ ン しな お しま した。 コンテ ン

ツは コー ス ごとにわ かれ て お り、 選 んで い くと、見 た い動 画 を見 る ことが で きる よ うにな って

います。

◇ 発音導入コース

 iPhoneやiPod touchで も使いやすいよ うに、新たにページをデザインしました。動画を簡

単に再生することができるので、いつでもどこでも、高音質、高画質でネイティブの発音を学

ぶことができるようになっています。
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◇ 名詞データベース/名 詞性当てクイズ

 d-Phoneで は、 P⊂ とは違 った、 よ り柔軟で感覚的な操作ができます(「 名詞性 当てクイズ」

項 目参照)。 本教材は、

・iPhone特 有の要素

・画像の自在な拡大 ・縮小 ・スクロール

・直感的なボタン操作

を活か した教材コンテンツとして機能しています。

◇Multi Reco-d Ve-2.0

 d-Phoneで は、 P⊂ 版 のMulti Re⊂ord Ver 2.0を 利 用す る ことが でき ます。 これ によ って利便

性が 上 がる ことはも ちろん の こと、新 た に追加 ざ れた、 ペ ージ の配色 も5種 類 の 中か ら選択 す

る こ とが でき ます。

ii.dー-ama

◆ 変 更 点

◇ iPhoneの イ ンター フ エイ スに適応

 iPhoneは 通 常 のP⊂ ブラ ウザ とは異 な り、 デ ィス プ レイが縦 長 であ る こ とが特徴 です。 その

た め、既 存 の発 音導 入 コース のサ イ トと比べ て 表示 を縦 長 に変更 し、iPhoneやiPod tou⊂hの

Safari(iPhone/iPod touch用 ブラ ウザ)か ら見 て も字が大 き く表示-ざれ るよ うに改 良 しま した。

◇ コンテ ンツへ の アクセシ ビ リティ向上

 学習 者 の履修 クラ スを選 択 す るペ ー ジを トップ にす る こ とで、 利 用者 はP⊂ サイ トか らコ ン

テ ンツ を探 す よ りも早 くコ ンテ ンツ を探 し出 す こ とが で き ます。 ま た、iPhoneやiPod tou⊂h

か ら見 てもわ か りやす い よ うに コース選択 のア イ コンを大 き く しま した。 これ らの変更 に よ り、

d-Pod、 d-ramaコ ンテ ンツへ のア クセシ ビ リテ ィを向上 させ ま した。

◆ 特 徴

◇ 自由な学習 ス タイル

 動画 をiPhoneやiPod tou⊂h上 で再 生で き るよ うに した ことで、 ダ ウン ロー ドやPodcasting

に頼 らな くて も簡単 に動 画 を確認 す る ことが でき るよ うにな りま した。 綿密 にスケ ジ ュ-リ ン

グ ざれたPod⊂astingで はな く、 自分の好 き な時 にiPhone/iPod版dーPodやd-ramaを ブラ ウザ

上 で利用 す る ことに よ り、学 習者 は 自分の 学習 ス ケジ ュール を優 先 す る ことがで き ます。 これ

に よ って、 学習者 の学習 ス タイルに新 たな選択 肢 を加 える ことに成功 しま した。
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◆ 使 い 方

 1.始 め に 自分の履 修 コース を選択 します。

 2.再 生 したいLektion(課)を 選択

 3.動 画が再 生 ざれ ます。

r

1

Intensiv 2::Lektionl2

ar8m邑

今 営
〔〉しwr}or準d       「}Jdし雪、署

口口[■ロコロロロロロ

iii.発 音 導 入 コ ー ス

◆ 変更 点

◇ コンテンツの視認性アップ

 従 来の仕 様 ではiPhoneやiPod tou⊂hでP⊂ 版 の発音 導入 コー スを起動 しよ うとすると、

Webペ ージに埋 め込 まれた動画を再生することができませんで した。そ こで、 iPhone版 発

音導入コースでは動画 コンテ ンツへの リンクを一つひとつ設置 しました。動画コンテンツは

iPhone/iPod touchで 全画面表示することができ、本体を傾けることで表示の大きざの変更も

可能です。

◆ 特徴

◇ どこでも発音チェック

 P⊂上の発音導入 コ一スでは、インタ-ネ ッ トに接続できる環境にいるか、もしくはあらかじ

めサイ ト上からダウンロー ドしたファイルを再生することでしかコンテンツを利用することが

できませんでした。 しかし今回iPhone/iPod touch用 に新 しく教材を作 り直す ことで、発音導

入コースのコンテンツを簡単に確認できるようになり、学習者はいつでも ドイツ語の発音を確

認することが可能になりました。
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◆ 使い方

一

一
麺r胴 腰旨

アルファベート

アルファベー ト・驚奮クイズ

ウムラウトの莞青

2つ 以上の母童の岨含せ

子奮の縛殊な死奮

日常的によく使う単繕・孕節

日常的によく使う単繕一月の名前

日常的によく使う単図 ・方角

日常的によく使う単講.摸 拶

比鮫的闇単に饒めるもの

数字

数字 ・クイズ

動画が再生されます。

一

図49.発 音導 入コ-ス 利用方法
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iv.Platzwit

樋触

㌧

o

＼

ツヴィット

～～燭t

◆Platzwitと は

 rPリatzwit』 とは、 iPhoneか らTwitterを 利 用 す る独 作 文教 材 で す。 SFCの 授 業で使 われ て い

る ドイ ツ語 教 科 書 のrModelle』 に掲 載 一ざれ て い るキ ー セ ン テ ンス を 「つ ぶ や き」 に引 用 し、

編 集 す る こ とが 可能 です。 また、LDPが 開発 した教 材 で 学習 し、 そ の学 習 内容 を 「つ ぶ や き」

に反映 ざせ る こ ともで きま す。 そ して、位 置情 報 を取 り入 入れ て いる ため、 投稿 ざれ た 「つぶ

や き」 には 自動 でGPS情 報 が加 え られ、 投稿 した場所 がiPhoneの 地 図上 で確 認 でき ます。
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                 ズ     ㌔鵠 飾一  1.

矯轍塞煽

…
・t
ニ.e.覧

麟髄 鱒

珊
剛 
墜動 篇

          ■團国■■国 一 ■
◆対象              図50.起 動画面

 rModelle』 利用の ドイツ語学習初級者

◆ 特徴

◇位置情報を用いた質の高いインプッ ト・アウトプッ トの提示

1.経験を伴 ったアウ トプッ ト-

 GPSか ら取得 した位置情報を加えることによって、強烈な経験を伴った情報として学習者に

提示できます。

 学習者は、 自身が学習 したキーセンテンスを何度も 「つぶやく」 ことにより、学習内容を定

着ざせることが可能です。
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2.他 の学習者 との協調学習

 学習者が他の学習者 によって既に発信すざれた 「つぶやき」は、自分が既に学習 したキーセン

テンスの応用例であるため、容易に理解できてなおかつ例文暗記に役立つという非常に質の良

いインプットを得ることができます。ざらに位置情報を用いることにより、より強烈なイメ-

ジをもつ情報を発信できます。 また、その 「つぶやき」を見た学習者に 「この会話(キ ーセン

テンスの応用)は この場所で使えるのか」 とい うような 「気づき」を誘発 します。

◇学 習 コンテ ンツの有機 的な繋 が り

1.iPhone対 応Web教 材 との連 携

 rPlatzwit』 は、 自律 学習 教材 と して 開発 ざれ た さま ざまな LDP教 材 を ア プ リ内部か ら横 断

的 に利用 す る ことが可 能 です。教 材 の学 習を通 して、最 終 的な 目的 であ る 「つぶや き」 の 内容

を充 足 ざせ る しくみ にな って い ます。多 様 な教材 を利 用 しな が らも、rPlatzwit』 が それ ぞれ の

学習 成果 をア ウ トプ ッ トと してま とめ ます。

2.d-S⊂opeと の連携

 『Platzwit』同様、位 置情 報 を用 い たLDP学 習 コンテ ンツで あるd-S⊂opeと 連携 す る ことによ

り 「その とき、そ の場所」 で しかで きない学 習が可能 とな ります。

◇ キ ーセ ンテンス の 自動配信 シ ステム

 『Platzwit』には、本 ア プ リか ら 「つぶ やい た」の と同様 の情報 を持 たせ たTwitterBotが います。

ア カ ウン ト名 は 「Kraehe_dmode」 で す。

 このBotはKraheが 自分 の 行動 をキ ーセ ンテ ンスに沿 って 「つ ぶや く」 とい うもの で、1時

間 に1度 か2度 ラン ダム に投稿 します。 「つぶや き」には 「#Platzwit」とい うハ ッシ ュタグ とrlo⊂:」

か らは じまるGPS情 報 が含 まれ、 『Platzwrt』 か ら投稿 したも の と して認識-ざれ る よ うにな って

い ます。な お、GPS情 報 は主 にSF⊂ の あ る湘 南台 駅近 辺 をざ します。 このBotに よ って キーセ

ンテ ンスが 常に例 文 と して提 示 する こ とがで き、学習 者の 「つぶ やき」 の発想 を補助 します。

'Kraehe dmode

フrQ一 中

Hallo.

レ、'" 、 ハ 世 ドD L・{r'P'

図51.Kraehe_dmodeの 「つぶや き」の様子
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◆使い方

◇マップ画面

    更新ボタン

ナビゲーションパー

タブバ-
重 輪

攣

Twitボ タン

_

押_刈
         タブー o童 悔馬  ,  9.
              鱒嘲P       き を      嚇 響.訴       す .

              図52.マ ップ画面(起 動画面)

 rPlatzwit』 が起動 す る と、 「つぶ や き」 を マ ッ ピン グするマ ップペ ージが現 れ、 自動 的にユ ー

ザーのGPS情 報 を取 得 し始 め ます。上 図が マ ップペ-ジ で す。

◇ メニ ュー画面

             矯凶 額劇L閣』?  綿湯       一7

インデックス

Model#eリ ス ト ー

d触 翻 ストー

テープル

図53.メ ニ ュー画面
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 メニ ュー画面は、学習者がどういった過程を経て ドイツ語で 「つぶやく」のか選択する画面

です。『Modelle』の学習サイクルに合わせて学習 していきたい場合や、すでに 「つぶやき」た

い内容が頭に浮かんでいる場合は、『Modelle』 リス トの 自分の レベルに合わせた項目を選択 し

ます。また、自分の問題意識に合わせて学習したい場合は、「LDP教 材 リス ト」のなかか ら自分

が学習 したいLDP教 材を選択 し、その学習を経てか ら自分のタイミングで 「つぶやく」ことが

できます。

 rModelle』 リス トを選択 した場合、 目的のキーセンテンスにたどり着 くまで階層構造となっ

ています。はじめに 『Modelle』 の レベルを選択すると、その レベルの第何課を参照するのか

選択する画面へ遷移 します。ナビゲーションバーには選択したrModelle』 の レベルが表示ざれ、

テーブルには第何課目かというタイ トルと、その課で学習する代表的なキーセンテンスが掲載

さ-れています(図 左)。 課を選択するとすざらに画面遷移 し、ナビゲーションバーには課が表示

-ざれ
、テーブル にはその課で学習するキーセンテンスが並べられます(図 中央)。 このキーセ

ンテンスを選択するとTweet画 面に遷移 し、テキス ト編集が開始ざれます。その際、選択したキー

センテンスが既に入力ざれた状態になっています(図 右)。

.4鮪 馳齢 潔 叫
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0    45鰯 ■馴幽」▼   羽隊o●         一
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轡OO8亀d紬88劇 馳?
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◇Tweet画 面(「 つ ぶや き」 の投稿)

一
Wo凶6醜a睡 のo,

図54.キ-セ ンテンス選択の様子

ー テキス トフィール ド

棚 ボタン

キーボー ド

図55.Tweet画 面
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 投稿する 「っぶやき」の内容を編集 します。初期設定ではテキス トは入力ざれず、メニュー

画面からキーセンテンスを選択した場合はそれがあらかじめ入力ざれます。学習者はこの文章

を自由に書き換えることができます。

6686鯉 』購 曾   調臨●● 8

璽照 量鎮♂ ξ 軸 磁

Wb 6竃 由.9 i f?

藍魁髄ご

図56.Platzwitキ ー セ ンテ ンス 編 集 画 面

 なお、 ウムラウ トの入力を行いたいときは、同類の文字または記号を押 し続けると、目的の

文字までスライ ドして選択することができます。

図57.ウ ムラ ウ ト入力の様 子

◆今後の展 開

◇キーセンテンスの場所とのひも付け、「d-Sc0pe」 との連携強化

 取得 したGPS情 報 に関連すざせたキーセンテンスを提示する、あるいはrd-S⊂ope」 で学習 し

たコンテンツに含まれるキーセンテンスを取得 してTweet画 面に反映ざせるなど、 「Platzwit」

とrd-Scope」 との連携 を強化する ことで、学習者の場所性 ・即時性の高い学習の実現を目指

します。

◇場所を媒介としたコミュニティ機能の拡張

 「Platzwit」ではTwitter「 リプライ」 と呼ばれる、学習者が他の学習者の 「つぶやき」に対し

て返信をすることに関して、現段階では返信先の直接入力 しかサポー トしていません。この機

能を実装し、-ざらに 「リツイ-ト 」ざれた場所同士の関連性を可視化する機能を加えることで、

学習者間のコミュニケーションを活性化ざせます。

◇他のスマー トフォンによる同様の機能開発

 Androidな ど他のOSに 対応させることで利用者の拡大を図 ります。また、新たなモバイル

端末への対応によって、新たな機能の模索を行います。
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v.d-Scope

 現在急速 に広がっているグローバル ・ネッ トワーク、ユビキタス社会において求められる問

題発見解決のために、外国語学習者が学んだ内容 ・技術を知識として留めるのではなく、それ

を実生活において実際に活用する能力を育成する教育 ・学習システムの実現が望まれています。

 本研究 プロジ ェク トは、外国語教育研究者、ユビキタス ・システム研究者、データベース ・

システム研究者の三者共同研究として、学習者の日常そのものを 「学び」の場とするようなユ

ビキタス的学習環境"d-S⊂ope"の 研究開発を行っています(図58)。

体鍛 醗 得く麟罐〉
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図58.体 験連動型ユビキタス ・外国語教育メディア自動配信システムd-S⊂opeによる、学習者の日常の体

             験と連動した 「学び」の場のコンセプト

 d-Scopeは 、外国語学習者の時空間的状況を分析 し、その分析結果に応じて、必要な実践的

知識を自動配信する機能を有 し、その場でもっとも必要と思われる教材を自動的に学習者に配

信することにより、学習者が講義で得られた知識 ・技能を実生活空間で実際に活用 ・追体験で

きるような"生 活空間における実践的体験学習"環 境を実現 します(図59)。 このd-Scopeは 、

次の3機 能 を実現する統合的外国語学習環境です。

 ・学習者の認知プロセスを重視 した自律学習 ・協働学習支援機能

 ・学習者の置かれた時空間状況を加味 した学習コミュニティ-の 形成機能

 ・学習 した知識と現実の生活空間とのマッピングによる状況論的学習機能
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図59.体 験連動型ユビキタス ・外国語教育メディア自動配信システムd-Scopeに よる,そ のとき,そ の場

              所に応 じた外国語教材配信の実例
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本システムは,次 の三つのステップにより、体験と連動した教育環境を実現 します。(図60)。

1.学 習者が所持するスマー トフォン内蔵のカメラ、GPS、 電子 コンパスなどのセンサ群により

実状況をセンシングし、利用者が置かれているコンテクス トを実時間分析処理により検出する。

2.検 出 したコンテクス トと、知識ベース中に蓄積すざれた様々な外国語教材との関連性を計量す

る。

3.利 用者のコンテクス トに応 じた外国語教材を自動配信する。

4.学 習者毎に本システムの利用状況を逐一サーバコンピュータに送信 し、一人一人の詳細な利

用ロギング(学 習履歴蓄積)を 行い、細粒度の学習履歴獲得 を行う。

図60,体 験連動型ユ ビキタス ・外 国語教育 メディア自動配信システムd-s⊂opeの システム構成

 本システムは、学習者の グローバルな海外活動と連動 して、学習者の認知プロセスを重視 し

た自律学習 ・協働学習支援、および、学習 した知識と現実の生活空間とのマッピングによる状

況論的学習の促進を実現するもので、本学の動画・音声教材の利活用促進、学生のモチベーショ

ンの向上、学習履歴ログを対象とした教育効果分析によるPD⊂Aサ イクルの実現 により、 SF⊂

における外国語学習の質の向上に大きく貢献 します。すざらに、将来的には、このデ-タ 履歴と、

学習者の学習全体の履歴を連動ざせることによって、学習者の生涯学習にもつながる可能性を

提示できると考えられます。
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v.モ バイル教材/Mobilin

 ここでは、iPhone以 外の携帯電話にも対応 しているコンテンツ、およびその携帯電話上での

使用について紹介します。

◇発音導入コ-ス

 ドイツ語の発音を学習することができます。 携帯電話の画面を見ながら、映 し出された音声・

動画に合わせて発音することで、簡単な単語 ・アルファベー トの発音練習をすることができま

す。 簡単に繰り返 し操作ができるため、反復練習ができます。 動画に映し出ざれる発話者の口

の動きや表情、筋肉の動きなどを真似ることにより自然な発音を身につける練習ができます。

 動画の ファイルはそれぞれダウンロー ドすることによって再生できます。 一旦ダウンロー ド

すれば、何度も繰 り返 し再生できます。 動画ファイルは3GPP2形 式で作成ざれてお り、現在

のところauキ ャ リア のWlN端 末に対応 しています。

◇キ--セ ンテンス

 ドイツ語教材 シ リ-ズ 『Modelle』第1巻 から第3巻 に登場するキーセ ンテンスをすべて掲

載 しています。 いつでもどこでも携帯端末からアクセスすることによって、キ-セ ンテンスを

確認することができます。 このコンテンツは、各センテンスの音声データもダウンロー ドでき

るので、学習をより効果的に進められます。

 do⊂omo, au, Softbank各 キャ リアの端末にそれぞれ対応 しています。(古 い端末では音声が対

応 してない場合があります)

◇スケッチ

 ドイツ語教材 シ リーズ 『Modelle』で扱われているスケッチの映像を携帯電話で全て視聴す

ることが出来ます。 動画のコンテンツは各3分 前後の内容になっています。 キ-セ ンテンス同

様、電車の移動中などでも、手軽にダウンロ-ド できるよ うになっています。 このコンテンツは、

auキ ャリアのWIN端 末に対応 しています。

◇待ち受け ドイツ語数字

 携帯電話の画面設定を 「待ち受け画面」として利用する学習方法です。

 FLASHを 使 って文字で表示ざれた ドイツ語の数字が0「null」 か ら9「neun」 まで作成 して

あ ります。携帯電話の画面を開くたびに、これらの数字が様々な形で表示ざれるしくみです。

このコンテンツは、docomo, au, Softbank各 キャリアの端末にそれぞれ対応 しています。
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教材 『Modelle』 のスケ ッチ動画を携帯

電話 でダ ウンロー ドして視聴すること

ができます。ダウンロ-ド には数十秒

の時 間がかか りますが、一回取得すれ

ば、何度でも再生することができます。

図61.モ バイル教材の利用方法
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Vー.Vied0-Tandem P-ojekt

/

◆ Tandemと は

 『タンデム(Tandem)』 とは2人 乗 りの 自転車の ことです。2人 でペ ダルをこげば、よ り強い

力で前に進むことができます。外国語学習で 『タンデム』といえば、『互いに学び合う』ことを

さします。つまり、母語の異なる二人が互いの言語を相手から学び、同時に相手の学習を助け

ることを意味します。

 SF⊂ ドイツ語研究室では、2005年 春学期か ら ドレスデン工科大学東アジアセンターと、2006

年春学期からはハ レ大学と提携 して、 ビデオチャットによる 『タンデム』を ドイツ語授業に取

り入れています。これは、日本の ドイツ語学習者と ドイツの日本語学習者が、インターネッ ト

を通 じてヴァーチャル対面コミュニケ-シ ョンを行うものです。使用する言語は、それぞれの

学習言語です。すなわち日本人は ドイツ語、 ドイツ人は日本語を使用 します。r2対2』 、 も し

くはr1対1』 の小 グル-プ で、お互いに画面を見なが らビデオチャッ トをすることで、学習

者は授業で習った表現を実際に試 したり、コミュニケーションの成功体験を得たりすることが

できます。また、母語話者との会話やコミュニケ-シ ョンに対する不安の解消にもつながります。
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 学習者はそれぞれ自分 たちの興味のあるテーマについて質問を用意 し、互いにインタビュー

をします。得 られた情報は小ざな記事の形にまとめ、最終的にはインターネット・フォーラム

に掲載 します。こうすることによって、各グループでの個々の作業が、最終的にはクラス全体

で共有するものとなります。2005年 秋学期からは ビデオチャッ トの様子を記録するシステム導

入 しました。これによって、ビデオチャットの様子を後から分析することが可能となりました。

この 『ビデオ ・タンデム ・プロジェク ト』は、外国に住む同年代の人々とのコンタク トが得ら

れたり、ことばを実際的状況において使ったり、また会話を通 じて多くの収穫が得られたりす

るといった利点を持つため、学習者のモチベーションを高めるうえで非常に大きな効果があり

ます。学生へのアンケー トでは、多くの学習者が、「学習言語でコミュニケーションをする能力

が非常に向上 したと思う」と答えています。このプロジェク トに参加 した学生の中には、 ドイ

ツに留学した際にパー トナーを訪ねた人もた くざんいます。彼らは今でもパ-ト ナーとの友好

関係を続けています。

毒  蔑 ●。 a, 炉 ぷ  ㊤.

0寸 胴 に讐郁 取り込み中 鞠争7レ5に馬hは退儒で書郁 ・現♂州掬13宥。
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図62。 ビデオ ・タンデムの様子
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